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Ｉ琵詮(憂秀賞の賞状を手に
ﾈ冨井ﾈ士長＝豊橋市の福
井ファイバーテソクで

第
４
回
「
産
学
官
連
携

ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
」
（
東
海
地

区
信
用
協
会
主
催
）
に
、
豊

橋
信
用
金
庫
（
吉
川
一
弘

理
事
長
）
の
取
引
先
の
福

井
フ
ァ
イ
バ
ー
テ
ッ
ク

（
豊
橋
市
、
福
井
英
輔
社

長
）
と
千
代
田
電
子
工
業

（
豊
川
市
、
海
野
明
巳
社

長
）
の
２
社
が
最
優
秀
蕊

に
選
ば
れ
た
。

ｌ

同
大
賞
は
、
東
海
地
区

譽
用
金
庫
の
取
引
先
の

中
で
、
産
学
官
連
携
を
実

施
し
て
研
究
成
果
を
確
立

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
企
業
の
中
か

ら
優
れ
た
企
業
が
選
ば
れ

る
。
今
回
は
東
海
４
県
か

ら
駕
の
応
募
が
あ
り
、

書
類
選
考
を
通
過
し
た
６

社
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
選
ば
れ
た
。

福
井
フ
ァ
イ
バ
ー
テ
ッ

ク
は
「
世
界
初
、
オ
ー
ル
繊

維
性
／
超
強
力
グ
リ
ッ
プ

高
性
能
自
動
車
マ
ッ
ト
」
、

千
代
田
電
子
工
業
は
「
小

形
軽
量
で
廉
価
な
『
果
実

の
糖
度
・
熱
度
非
破
壊
測

定
器
』
の
開
発
」
が
テ
ー

マ
。
皿
曰
、
名
古
屋
市
の
ポ

ー
ト
メ
ッ
セ
な
ど
や
で
開

か
れ
た
「
ピ
ジ
ネ
ス
フ
エ

ア
２
０
０
８
」
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
審
査
後
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

表
彰
式
で
、
両
社
に
表

彰
状
と
奨
励
金
印
万
円
が

贈
ら
れ
た
ほ
か
、
優
秀
賞

の
４
社
、
ア
オ
イ
▽
神
清

▽
Ｂ
ｉ
ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
▽
藤

村
通
商
に
は
、
表
彰
状
と

奨
励
金
妬
万
円
が
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
た
。

豊
橋
信
用
金
庫
で
は

「
当
地
域
は
、
豊
橋
技
術
科

学
大
学
を
中
心
に
産
学
官

連
携
が
盛
ん
・
今
後
も
《
地

域
金
融
金
庫
と
し
て
連
携

霞
優
秀
賞
を
喜
ぶ
海
野
社
長
④
ら

Ⅱ
豊
川
市
の
千
代
田
電
子
エ
業
で

強
化
、
地
域
経
済
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。
》
（
杉
浦
文
夫
）


